
第
百
十
四
条
の
七
十
八

令
第
三
十
七
条
の
四
十
一
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

第
百
十
四
条
の
七
十
八

令
第
三
十
七
条
の
三
十
九
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
機
構
に
よ
る
外
国
製
造
医
療
機
器
等
特
例
承
認
取
得
者
に
関
す
る
変
更
の
届
出
の
状
況
の
通
知
）

（
機
構
に
よ
る
外
国
製
造
医
療
機
器
等
特
例
承
認
取
得
者
に
関
す
る
変
更
の
届
出
の
状
況
の
通
知
）

第
百
十
四
条
の
七
十
八
の
二

令
第
三
十
七
条
の
四
十
一
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し

て
行
う
外
国
製
造
医
療
機
器
等
特
例
承
認
取
得
者
に
関
す
る
変
更
の
届
出
の
状
況
の
通
知
は
、
様
式
第
五
十
四

の
二
に
よ
る
通
知
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
十
四
条
の
七
十
八
の
二

令
第
三
十
七
条
の
三
十
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し

て
行
う
外
国
製
造
医
療
機
器
等
特
例
承
認
取
得
者
に
関
す
る
変
更
の
届
出
の
状
況
の
通
知
は
、
様
式
第
五
十
四

の
二
に
よ
る
通
知
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
百
十
四
条
の
八
十
一

法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
一
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
四
条
の
十
八
、
第
百
十
四
条
の
十
九
の
二
か
ら
第
百

十
四
条
の
二
十
六
ま
で
、
第
百
十
四
条
の
二
十
八
及
び
第
百
十
四
条
の
三
十
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
四
十
六
ま

で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
九
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
三
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
四
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
十
八
第
一
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
一
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
五
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
三
第
二
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
三
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
六
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
四
第
一
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
四
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
七
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
六
の
三
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
六
の

五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
五
十
七
の
二
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
七
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
様
式
第
六

十
三
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
八
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
様
式
第
二
十
七
の
二
」
と

あ
る
の
は
「
様
式
第
五
十
八
の
二
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
八
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
二
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
九
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
九
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
七
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
四
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
八
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
二
第
一
項
中
「
様
式
第
三
十
五
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
一
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
二
の
五
第
二
項
中
「
様
式
第
三
十
六
」と
あ
る
の
は「
様

式
第
六
十
二
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
二
の
七
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
二
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
二
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
三
」と
あ
る
の
は「
様

式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
三
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
七
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
四
」
と
あ
る

の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
四
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
九
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十

九
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
五
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の

六
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
六
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
十
中
「
様
式
第
六
十
三

の
十
九
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
七
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
十
四
第
一
項

中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
八
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
八
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四

十
五
の
十
五
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
九
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
九
」と
、

第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
十
六
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の

三
十
一
の
十
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
十
一
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三

十
一
の
十
一
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
六
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六

十
三
の
三
十
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
十
四
条
の
八
十
一

法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
一
項
又
は
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十

三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
四
条
の
十
八
、
第
百
十
四
条
の
十
九
の
二
か
ら
第
百

十
四
条
の
二
十
六
ま
で
、
第
百
十
四
条
の
二
十
八
及
び
第
百
十
四
条
の
三
十
二
か
ら
第
百
十
四
条
の
四
十
六
ま

で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
十
四
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
九
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
三
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
十
六
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
四
」
と
、
第
百
十
四
条
の
二
十
八
第
一
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
一
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
五
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
三
第
二
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
三
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
六
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
四
第
一
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
四
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
七
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
六
の
三
第
一
項
中
「
様
式
第
二
十
六
の

五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
五
十
七
の
二
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
七
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
様
式
第
六

十
三
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
八
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
様
式
第
二
十
七
の
二
」
と

あ
る
の
は
「
様
式
第
五
十
八
の
二
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
八
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
二
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
九
」
と
、
第
百
十
四
条
の
三
十
九
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
七
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
四
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
八
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
二
第
一
項
中「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
二
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
三
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
三
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
七
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の

四
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
四
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
九
第
一
項
中
「
様
式
第

六
十
三
の
十
九
の
五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
五
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
様
式
第
六
十

三
の
十
九
の
六
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
六
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
十
中
「
様

式
第
六
十
三
の
十
九
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
七
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の

十
四
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
八
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
八
」
と
、
第
百

十
四
条
の
四
十
五
の
十
五
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
九
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十

一
の
九
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
五
の
十
六
第
一
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
十
」
と
あ
る
の
は
「
様

式
第
六
十
三
の
三
十
一
の
十
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
十
九
の
十
一
」
と
あ
る
の
は
「
様
式

第
六
十
三
の
三
十
一
の
十
一
」
と
、
第
百
十
四
条
の
四
十
六
第
二
項
中
「
様
式
第
六
十
三
の
二
十
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
六
十
三
の
三
十
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
認
証
機
関
の
地
位
の
承
継
の
届
出
）

第
百
二
十
七
条
の
二

法
第
二
十
三
条
の
八
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
七
十
二
の
二
に
よ
る

届
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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